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　皆さんの職場ではチーム内で、または他職種間でうま
く対話ができていますか？「心理的安全性（エイミー・C・
エドモンドソンが 1999 年に提唱）」が高いチームでは、
メンバー同士が健全に意見を戦わせ、生産的で良い仕事
をすることに力を注げ、チームの学習が促進され成長す
ると言われています。エドモンドソンは、対人関係のリス
クを大きく4 つのカテゴリーに分けて整理し、これらの
リスクを避けるために人の行動が狭小化することを示し
ました（図1）。また、このような対人関係上の罰や不安
が「ない」状態を目指すのではなく、①話しやすさ、②
助け合い、③挑戦、④新奇歓迎、という4 つの因子が「あ
る」状態を目指すことが重要とされています（日本人の
特性に合わせた心理的安全性の研究；ZENTech 社）。
　福井県作業療法士会は、前期より「楽しくワクワク」
する県士会を目指しており、今年は理事会主催で福井
県学会を行うという初めての取り組みにも挑戦してい
ます。心理的安全性の因子で言うと、①②をベースに
③④の新しいアイデアが出され、それを皆で協力して
一つ一つ進めているところです。
　さて、我々作業療法士の職能団体である日本作業療

法士協会の組織率（協会員数／有資格者数）が 56.8％
（2022 年）と年々低減しています。「協会は旗を振り種
を蒔く、県士会はそれを育てる」と役割分担をしなが
ら、2 つの階層の職能団体は作業療法士の社会的地位
を守っています。社会的地位とは社会の作業療法士に
対する認識であり、作業療法士の質の担保はもちろん、
診療報酬の算定職種であるか等、雇用の源となる部分
への働きかけも含まれます。（例えば、作業療法士は現
在両立支援（病気や障害をもちながら働く支援）の診
療報酬を算定できないが、協会が算定できるよう働き
かける、等）つまり、我々が作業療法士という専門職
として働く限りは協会の恩恵を受けているのです。も
し入会のメリットを問われる機会があれば、会員一人
一人がこのことをお伝えいただけると幸いです。
　最後に、福井県士会は今後も、心理的安全性をもち
ながら「楽しくワクワク」する県士会に向けた活動を
続けていく所存です。どうか皆さん、県士会の一員と
してその活動に注目し、参加し、忌憚のないご意見を
ください。皆さんと対話をしながらより良い県士会活
動を提供していけると嬉しいです。

「無知」だと思われたくない→必要なことでも質問をせず、相談をしない
「無能」だと思われたくない→ミスを隠したり、自分の考えを言わない
「邪魔」だと思われたくない→必要でも助けを求めず、不十分な仕事でも妥協する
「否定的」だと思われたくない→是々非々で議論せず、率直に意見を言わない

図 1　対人関係のリスクと行動の狭小化

楽しくわくわくする県士会に向けて
～士会活動のご報告とご協力のお願い～

一般社団法人福井県作業療法士会 副会長 　岡　本　利　子医療法人 嶺南こころの病院

巻頭言
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〈はじめに〉
　福井県作業療法士会会員の皆さん、いつも県士会活
動へのご理解・ご協力有難うございます。令和 5 年度
から制度対策局の局長ならびに地域活動推進部の坂井
奥越ブロック担当理事に任命されました。
　県士会の会員であって、どこかの部や委員会に所属
し、その部の活動を行っている方なら、県士会活動の
意義が大なり小なり理解できると思います。しかし、
所属以外の部の「活動」まで理解できているか？とい
うと難しいのではないでしょうか？また制度対策局の
中にある「地域活動推進部」や「地域包括ケア推進部」
は県士会の中でも比較的新しく出来た部であり、どん
な活動を行っているかを知らない方も多くいると思い
ます。今回、それぞれの部の活動を簡単に紹介し、局
の働きが会員の皆さんにどう影響するのか、今後の展
望を交えお伝えします。
〈制度対策部〉
　作業療法士の職域に関わる社会保障制度において、日々
配信される情報の管理や定例で改変される医療 / 介護の
診療報酬の内容把握を会員の皆さんへ周知する部です。
〈地域包括ケア推進部〉
　国は 2025 年を目途に地域包括ケアシステムの構築
を目指しています。この地域包括ケアシステムとは、

「重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分ら
しい暮らしを人生の最後まで続けることが出来るよう、
住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供
される」としています。
　上記に挙げられたどの分野にも作業療法士は携わっ
ており、地域包括ケアに対応できる作業療法士の教育
体制の検討、人材の育成、人材把握を行っている部です。
〈地域活動推進部〉
　福井県 6 域（坂井、奥越、福井、丹南、二州、若狭）
に分け、各ブロックに所属している作業療法士の人材
把握を中心に行い、各ブロックでの横のつながりを強
化すること、各市町から受けた依頼に対応できる作業
療法士の選定を行っている部です。
〈今後の展望〉
　私が作業療法士を目指したきっかけは、自身の怪我
でリハビリの世界を知ったことでした。そのため作業
療法士免許を取得し、自分が担当する患者や利用者の

心身機能や生活場面に介入することが、「私の作業療法
士像」だったと思います。おそらく、この記事を読ま
れている大半の方は、作業療法士として「対象者」が
おり、その方に寄り添い、その方の生活を現状よりも
少しでも良くしようと毎日を過ごしていることでしょ
う。ただ、これから我々作業療法士を取り巻く環境は
大きく変わっていくことと思われます。
　人口ピラミッドに変化があることは皆さんお気づき
であると思います。団塊の世代が増え、生産年齢人口
が減る世の中、将来 3 人で 1 人を背負う～１人が 1 人
を背負う時代がそこまで来ています。作業療法士に求
められていることは、対象となる方の重度化予防や自
助互助の促進です。また、地域包括ケアシステムの構
築でも述べた一体的なサービスの提供に必要不可欠な
多職種の連携です。「地域ケア会議」に参加し、作業療
法士として発言された方もいらっしゃると思いますが、
1 人の対象者に対して「どうサービスを提供するか？」
の際に求められるのが「各専門家からの意見」です。
この意見を述べるために必要な知識を得るためには、
普段の作業療法士としての臨床だけでなく、広く地域
について・制度について知る必要があると思われます。
そして、制度対策局が担っているのがまさに上記に挙
げたことだと思っています。
　制度対策部では、「トリプル改定」に向けた準備を進
めています。地域包括ケア推進部では、「地域包括ケ
アに資する人材育成」に向けた教育プログラムの準備、
地域活動推進部では、福井県 17 市町に作業療法士を
配置する準備を進めています。これらは県士会の動き
ではありますが、日本作業療法士協会の動向を把握し
ながら、協会＝士会の動きが一体的になるよう、連携
しながら取り組んでいます。
〈さいごに〉
　今まで述べてきたことは、県士会における「制度対策
局」の役割や今後の話であり、他の部局も会員の皆さん
のために尽力頂いています。お願いしたいことは、様々
な活動において主役は「会員ひとりひとり」です。目の
前の対象の方に行う作業療法に加えて、福井県に対して・
国に対しても「あなた」の作業療法への取り組みを必要
としていることを分かって頂けたら幸いです。今後とも
県士会へのご理解・ご協力をお願い致します。

制度対策局の取り組みと
今後の展望について
� 一般社団法人福井県作業療法士会 制度対策局局長

　有限会社なるざ リハビリスタジオなるざの森 　前　田　真　弘
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万里一空万里一空万里一空万里一空万里一空万里一空

　私は神経筋疾患を対象にコミュニケーション支援を
中心とした作業療法を行っています。
　コミュ支援というと多くの分野で携わることのない
領域かと思います。私も意思伝達装置等のツールは詳
しく知りませんでしたし、職場には OT の先輩がい
ない為、最善のリハビリを提供できているかよく悩み
ました。しかし、意思疎通が図れた患者さんの安心し
た表情を見たり、練習してきた方法で感謝の言葉を聞
けた時にはとてもやりがいを感じています。
　県士会では以前まで広報部として活動し、そこで繋
がったＯＴに相談に乗っていただくこともあり、士会
での活動は重要に感じています。
　OT は患者さんの人生に関わる責任ある仕事です
が、その分、患者さんと多くの喜びを共有できます。
これからも患者さんに必要とされる OT になれるよ
うベストを尽くしていきましょう。

　公立丹南病院での業務内容は、急性期リハビリテー
ションを実施しています。入院、外来患者へのリハビ
リテーションのほか、チーム活動や委員会活動を通し
て多職種、リハビリテーション室内での意見交換を行
うことができる働きやすい職場です。また、必要があ
れば退院前に自宅や退院先へ訪問も実施しています。
　県士会の活動に参加することで、職場のセラピスト
以外の考え方や仕事への心構えなどについて伺う機会
が得られました。今後は研修会などに参加して、興味
のある分野をみつけていきたいと思っています。
　作業療法士となってまだまだ経験が浅く、みなさん
に教授していただくことがたくさんあると思います。
今後とも、どうぞお願いいたします。

　訪問看護業務を行っています。医療的ケアが必要な
小児や難病、終末期やがん、介護保険など幅広い方の
リハビリに携わっています。様々なフェーズに応じた
連携や、専門職としての対応が求められ、とてもやり
がいを感じております。
　県士会活動では興味のある分野の研修、学会等に参
加させて頂いています。自己研鑽だけでなく、様々
な年代や分野で働かれている OT の方と面識が持て、
職場外での繋がりが増えるきっかけになっています。
　地域で OT の活躍する場は増えています。しかし
実際のところ、在宅場面で OT は“何が出来るの？”、

“これは OT に依頼？”と具体的なイメージがなされ
ていない事もよくあります。「その人らしさ」「生活の
個別性」を引き出せる OT の素晴らしさを、どんど
ん発信していってほしいと思います。

　普段は小児療育センター棟で外来を担当していま
す。休日は病棟にあがるか、少年野球チームのトレー
ナーをしています。臨床は約 20 年になりますが、県
士会との距離感は若手の頃に比べると正直少し遠く感
じるようになっていました。
　ここ数年で、特別支援教育委員会、嶺南ブロックの
部長に就任させて頂いてからは少しずつ歩み寄ってい
ますが、ふとこの違和感は何かなと考えていました。
　新人研修を終えると、各々の領域で専門分野の研鑽
に励むと思います。オンライン全盛の今、受けたい研
修は探せば見つかる時代になりました。個人で完結で
きるようになるタイミングで県士会との距離感が生ま
れていくのではないでしょうか。
　嶺南ブロックの部長として、嶺南地域のＯＴが県士
会から離れて行かない体制作りを進めていきたいです。

小林　純也
独立行政法人国立病院機構　あわら病院

前田　記里
地域医療振興協会　公立丹南病院

渡辺　和臣
こぱんだ訪問看護ステーション

吉村　真樹
杉田玄白記念公立小浜病院

「万里一空」と題し、県士会の各ブロックにおいて活躍されておられる方々
をご紹介させて頂きます。「万里一空」とは、「ひとつの目標に向かって
努力し続けること」、「目的、目標、やるべきことを見失わずに励み、頑
張り続けること」という意味を持っています。県士会活動の魅力の一つに、
様々な方と繋がりを持てることがあります。各ブロックで活躍されてい
る方々を知って頂き、繋がりを持つきっかけになりますと幸いです。
� （編集部）

坂井・奥越ブロック

丹南ブロック

福井ブロック

二州・若狭ブロック
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　私が作業療法士になって、20 年が経過しようとし
ています。時代の移り変わりとともに、作業療法に求
められるニーズも変化・拡大してきました。その時々
で頭を悩ませ、「これで良かった？」「これが作業療
法！」「えっ？ちがう？」「作業療法って何？」「こうか
もしれない…」「これだ！」、そして「作業療法って素
晴らしい」と、胸を張って言えるまでになったと自負
しています。ひとえに、これまで関わらせていただい
た多くの対象者の方や作業療法士の皆さん、関係者の
皆さん、そして学生さんが、私に「作業療法」を考え
させてくれたおかげだと思い、心から感謝しています。
　作業療法学とは、理論や技術の追求だけに留まらず、
実践を伴う実践科学という学問であると考えます。要
するに作業療法の「理論と実践」が乖離し、理論がな
く「これまでこんな風にやってきたから次もこれで…」
とか「頭ではわかっているけど、実際はできない」で
は本末転倒なのです。対象者のニーズに基づく質の高
い作業療法を提供する専門職としてのあるべき姿は、
常にそれらを追求し続けることであると思っています。
　私自身が臨床の現場で働いている時、「対象者への介
入のキーワードは分かるが、具体的にどのようにすれ
ば良いのかわからない」とか、「効果があったが、それ
がなぜか分析できない」という切実な苦悩がありまし
た。加えて、日々の業務に忙殺され、本来の作業療法
士としてのあるべき姿と実務が乖離していることに強
い葛藤を感じていたことを記憶しています。
※当然、今もその苦悩や葛藤から逃れることはできて
いませんが…
　皆さんも少なからず、私と同じ経験をしたことがあ
るのではないでしょうか。作業療法の確かな技術を持
ち、その魅力に惹かれている同志が集い、次世代を担
う作業療法士に伝承する機会が「学会」だと思います。
また、それに加え「飲みニケーション」もそれを助けます。
※私は古い時代の人間でして、飲みニケーションの力

を今でも信じています…八海山に育てられました…
　第 10 回福井県作業療法学会は、令和 6 年 3 月 16
日（土）にあわら温泉白和荘、あわら市商工会芦原支
所で開催します。この数年、新型コロナウイルス感染
症の影響により、対面での学会を実施することが難し
く、ICT 技術を活用した開催を余儀なくされました。
しかし、令和 6 年現在、私たちの生活も徐々に元に
戻りつつあります。これまでの感染予防対策や運営の
工夫、コロナ禍で得た技術を活用し、with コロナの
状況下で対面の学会を開催します。
　私たち作業療法士は、対象者の生活の質を向上させ
るために、個別のニーズに合わせた最新の知見に基づ
く、最良の実践を提供しなくてはなりません。確かな
技を持つことは私たちの使命とも言えます。
　私たち作業療法士は、職能団体としてのコミュニ
ティを築き、協力し合うことが必要です。共に力を合
わせ知識や経験を共有し、さらなる作業療法の発展に
寄与します。「作業」の専門職として、日々変化する
社会に貢献できるよう、共に語らい、共に学び合い、
共に成長していく機会を持つことは重要です。
　そこで本学会のテーマは「つどえ、確かな技。つな
げ、作業療法の輪。」としました。学会の原点に立ち返
り、作業療法士が集い、垣根を越えてその技について議
論し、作業療法の魅力を再認識できる場となることを期
待します。福井県民の健康に貢献する作業療法の発展、
会員の皆様の研鑽の場となるよう、特別講演や各種セミ
ナーを企画します。多くの一般演題（口述・ポスター発表）
への応募と、学会への参加をお待ちしています。本学会
で皆様とお会いできることを楽しみにしております。
　最後に、この学会の趣旨に賛同し、共に歩んでくだ
さる皆様、そして普段から努力と実践を積み重ねてい
る会員の皆様に、心から感謝申し上げます。共に確か
な技を高め、作業療法の輪を一層強化し、私たちの使
命を果たしていきましょう。

第10回 福井県作業療法学会
〜つどえ、確かな技。つなげ、作業療法の輪。 ～

第10回福井県作業療法学会 学会長 　下　川　幸　蔵学校法人 新田塚学園 福井医療大学

第10回福井県作業療法学会のご案内
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　2023 年 11 月 26 日に東海北陸リーダー養成研修
会に参加させて頂きました。この研修は『理事・部長
を担うことのできる人材を育成する、協会・県士会の
活動内容や重要性を理解し、その発展について考える、
現場において活用のできる組織論・リーダー論につい
て学ぶ』という目的にて開催されました。オンライン
開催ではありましたが、東海北陸ブロックの作業療法
士の方々と交流を図れる貴重な場となりました。内容
としましては、日本作業療法士協会の山本伸一会長と
静岡県作業療法士会理事の大石裕也先生の講演の他、
グループワークや意見交換も行いました。
　山本会長には「これからの OT、臨床そして県士会
に求められるリーダーとは」というテーマで講演頂き
ました。会長ご自身が行ってこられた組織運営の振り
返りや意識してこられたことなどを、ご自身の経験・
実例を交えながらお伝え頂きました。組織運営に関し
ては「組織の７S（戦略・組織構造・システム・スキル・
人材・運営スタイル・共有の価値観）」に分け詳しく
説明頂きました。講演の中で、常にスタッフの意見に
耳を傾け寄り添う山本会長の姿勢が印象的であり、そ
の中でも「人の見えない所で頑張っている職員を言語
化して表彰すると、その職員は非常に喜び、さらに成
長する」という言葉は非常に印象的でした。リーダー
として組織運営を行う際には、明確なビジョンが必要
であり、それを共有して実践するためには、言い合え
る仲間で情報共有し、お互いを支え合うことが重要で
あると話されていました。役職者は、偉いというわけ
ではない。意識してほしいのは、マネジメントをする
人でありマネジメント能力がある人だということ・ス
タッフ一人一人の声に耳を傾け大切にすることである
と伝えて頂きました。
　また職能団体として厚生労働省やこども家庭庁など

の関係省庁に働きかけを行い作業療法士の身分保障・
処遇改善のために活動されてきたことなどを説明頂き
ました。「作業療法士として働き続けるためには作業
療法の認知度を高めることと職能団体としての渉外活
動が必要であり、そのためには組織率の強化が必要不
可欠である」という御言葉を頂きました。
　大石先生の講演では「医療現場におけるリーダー
シップとマネジメント」というテーマで、なぜ医療現
場にリーダーシップやマネジメントが必要なのか？と
いう説明をして頂きました。リーダーシップとは共通
の目的を達成するための社会的プロセスであり、組織
が次にステップアップしていくためのマネジメントと
は切っても切り離せない関係にある。組織の中では
リーダーシップとフォローアップ、マネジメントの 3
つを使い分けることが重要であり、フォロアー（チー
ムの一員）を経験しリーダーになり、リーダーはフォ
ロアー時の経験を通して優れた考えが形成されていく
とのことでした。大石先生の講演で特に印象に残った
内容として、組織内にて質を高めるための情報共有と
してスタッフを同士として認める・目的を共有する・
メールではなく対話をする・自分も一員として認めて
もらう・雑談よりビジョンを語り合うことが重要であ
ると言われていました。
　今回の研修会を通して、他県士会の方々と意見を交
わすことや山本会長・大石先生の御講演を聞き、大変
良い刺激を受けることが出来ました。私自身としまし
ても、作業療法士として何かできるのか・何をすべき
なのか考える場となりました。そして、まず個人として
行えることはこれからの臨床にて関わる一人一人と丁
寧に向かい合い成果を出し、作業療法士として認めら
れていくことが重要であると感じました。最後に、貴
重な研修会に参加させて頂きありがとうございました。

今後のリーダーに求められること
医療法人健康会 グループホームいちご和えの里　岡倉　勇斗

参加報告東海北陸リーダー養成研修会
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福井県作業療法士会の足跡を辿る福井県作業療法士会の足跡を辿る
―役員経験者から会員に向けたメッセージ―

特別
企画

　今回のリレー随筆は、たけとう病院デイケア野向の舎の中村こと美さんに執筆頂きました。中村さんは当県士会の認知
症対策委員会の委員長を務めておられ、長年この分野でご活躍されています。これまで地道に重ねてこられた努力と、中
村さんの熱い思いにぜひ触れていただけたらと思います。 	 （編集部）

　�認知症支援⇒これからますますOTが
求められる分野かもしれない！

たけとう病院 デイケア野向の舎　中　村　こと美

　皆さまは 2023 年 6 月に認知症基本法という法律
が成立したのを知っていますか？近年の認知症に関す
る施策は、認知症本人ワーキンググループ（希望大使）
の皆さまの発信により大きく前進しており、2019 年
には認知症施策推進大綱（共生と予防）が策定され、
2023 年 6 月には「共生社会の実現を推進するための
認知症基本法」という法律が成立しています。国は認
知症の人もそうでない人もお互いに支え合いながら、
尊厳を持って希望を抱いて安心して過ごせる社会の実
現を目指しています。適切な支援があれば認知症の方
も地域で過ごすことができ、多職種と共に OT も専
門職としての関わりが求められています。

　早いもので、自分が認知症対策委員会に関わり始め
たのが 2013 年。就職してからずっと認知症の方に
関わってきたご縁もあり、軽い気持ちで引き受けた依
頼が、現在も継続している状況です。対策委員会では、
主に会員の認知症への理解や対応力を高めるために、
認知症や認知症予防に関する情報の把握・勉強会・研
修会等を企画し、今まで色々な講師の先生方をお招き
して研修会などを開催してきました。現在のメンバー
は 13 名で病院・施設・地域など所属先は様々ですが、
長年熱い思いで認知症に関わっているメンバーが多
く、いつも刺激を受けると同時に、この素敵な仲間に
出会えたことは自分の財産だと思っています。
　福井県の対策委員会の現状はこのような感じです

が、他県士会では、認知症に関するステップアップ
講座を設けて地域で活躍する人材を育成している所
や、スタンプラリーや VR（認知症体験）などを用い
て啓発活動を行っている所などもあります。このよう
な 47 都道府県の認知症に関する取り組み情報は、毎
年 9 月のアルツハイマー月間に提出しており、協会
のホームページにも掲載されているので、ご興味のあ
る方はぜひご覧頂けたらと思います。また、参考まで
に「福井県　認知症」と検索すると、県が取り組んで
いる認知症についての様々な情報（相談窓口・予防情
報・地域資源など）も得られるので、ぜひご活用頂け
たらと思います。
　最後に現在、自分が住んでいる地域の包括支援セ
ンターとは連携が取れており、9 月の認知症フェアに
ブースを出展させてもらい啓発活動をしたり、今後
チームオレンジへの協力の相談も受けている状況で
す。もしかしたら他にも行政と連携をして動いておら
れる方がいるかもしれません。今後は情報を共有し、
少しずつでも県内のあちこちで OT も協力した認知
症の方も家族の方も安心して暮らせる社会の実現に向
けた地域支援活動が拡がると良いなと思います。もし
対策委員会で一緒に活動しても良い方やご興味のある
方がおられましたら、お気軽にお問い合わせお待ちし
ております。

＊�チームオレンジ＝近隣の認知症サポーターがチームを組み、認知
症の人や家族に対する生活面の早期から支援等を行う取り組み。

第７回
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　今回、教育者・研究者という立場から本稿を執
筆することになり、改めて自分史を振り返ってみ
ました。まず、理学療法士になりたかったはずが、
センター試験失敗によって作業療法学専攻に入学
しました。お世辞にも作業療法士に対する情熱や
向上心があったとは言えず、平々凡々な学生生活
を送りました。国家試験勉強も真面目にしなかっ
たため、合格ラインぎりぎりで滑り込んだほどで
す。その後、臨床現場で作業療法をしたかったは
ずが、人事異動で教員となり、大学院で研究指導
まで行うことになってしまいました。
　なんだか “オモッテタノトチガウ” 人生です。
　作業療法士 5 年目の 2005 年、初めて学会発
表をしました。当時の上司から「そろそろ発表し
なさい」という圧を感じ、病棟のナースステー
ションで査読医を捕まえて「テーマはないですけ
ど、発表したいです！」と頼んだことを覚えてい
ます。日々の診療をしながら慣れない学会発表準
備は大変で、お風呂に入りながら抄録を書いた
り、夜遅くにリハ室でポスターを印刷したりしま
した。それでも、学会発表後の達成感は活力とな
り、査読医から受けた指導・助言は、私の研究の
土台を形成しています。
　多忙ながらも充実した日々を過ごしていた
2006 年、福井医療技術専門学校（現、福井医療
大学）への異動が決まります。たった６年しか臨
床経験がない教員は、学生にとって、ただのお姉
さん的立場でしかありませんでした。教員になっ
て 8 年経過した 2014 年、初めて本格的な学術

論文として症例報告を執筆しました。学術誌に論
文を投稿する度に、ことごとく不採択にされ、査
読者からの厳しいコメントに傷つき、研究者とし
ての適性がないと烙印を押されているような感覚
に陥りました。自己肯定やモチベーションが低下
し、研究から遠のいた時期もありました。博士号
を取得するまでの 5 年半は、30 代後半の衰えた
頭と身体で乗り越えるには、健康や家庭の犠牲を
伴い、非常に辛く苦しい道のりでした。自分の年
齢を何度憎んだことか。静かに見守ってくれた家
族、上司、同僚には感謝しかありません。
　教育歴も 15 年を超え、お姉さん的立場から脱
却した今、学生には専門職としての責務を果たし
てほしいと伝えています。ひと昔前とは時代が異
なります。国家試験も格段と難しくなり、大学院
に進学する学生も増え、専門的知識のレベルは確
実に上がっています。情報化社会となり、エビデ
ンスを求められる現代において、臨床経験はもち
ろんのこと、根拠に基づく実践と省察が必要だと
感じています。臨床経験が未熟な自分の役割は、
根拠に基づく思考ができるような学生を育てるこ
とかな…と思う今日この頃です。“努力は時に才
能を凌駕する”と信じ、自分が置かれた環境で、
心身のバランスを保ちながら自分に出来ることを
継続したいと思います。パッションや信念はない
タイプですが、教育者として、研究者としての役
割を果たし、若い方達が何か感じてくれたらいい
なと思っています。

ご活躍されている
幅広い分野で

作業療 ご紹介法士の
　県士会員の中には、作業療法士の資格を活かして幅広い分野で活躍されている方々がおられます。今回ご紹介させて
頂く川端さんは、臨床で作業療法士としてのキャリアを開始され、現在は教員として作業療法士の育成や研究に従事さ
れています。本稿では、ご自身のこれまでの歩みを詳細に語って頂いていますので、会員の皆さんにとりましてもキャ
リアを考えるきっかけになりますと幸いです。
	 （編集部）

教育と研究と私
福井医療大学保健医療学部リハビリテーション学科作業療法学専攻　川端　　香福井医療大学大学院保健医療学研究科神経系リハビリテーションコース　　　　　　
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FRESHERS2023
新しい仲間を紹介します！

①出身校
②勤務先
③�作業療法士を目指したきっかけ・理由は
何ですか？
④�尊敬している人とその理由を教えて下さい。

〒910－0101 福井市つくし野2丁目107番地
TEL：（0776）55－7001　FAX：（0776）55－7002

編集担当 / 編集部理事：清水 雅浩

一般社団法人 福井県作業療法士会
https://www.fuku-fuku-ot.jp/

大
おお

久
く

保
ぼ

希
のぞ

実
み

①�福井医療大学
②�社会医療法人 寿人会
� 木村病院

③�高校の担任の先生に医療の道を勧めら
れ、OTに魅力を感じ目指すようにな
りました。
④�病院の先輩方　先輩たちから学ぶこ
とがたくさんあり、私も先輩たちの
ようなOTになりたいからです。

大
おお

谷
たに

　　舞
まい

①�広島大学
②�医療法人厚生会
� 福井厚生病院

③�ひと相手で好きなことも生かせるから。
④�新卒時の同期、先輩。仕事に限らず
沢山のことを教わった。

景
かげ

山
やま

　綾
りょう

介
すけ

①�福井医療大学
②�社会医療法人 寿人会 
� 木村病院

③�人によりそう仕事をしたかったから。
④�黒川主任  難しい事でも簡単にさば
き、的確な指導をしてくれるから。

橋
はし

本
もと

　沙
さ

彩
あや

①�福井医療大学
②�医療法人厚生会
� 福井厚生病院

③�興味があり、調べていくうちに魅力的
に感じた。
④�両親　人柄や、毎日的確に仕事や家
事をこなす姿に尊敬します。

藤
ふじ

井
い

　洋
よう

輔
すけ

①�福井医療大学
②�社会医療法人 寿人会
� 　木村病院

③�部活のトレーナーの方からお話を聞き、
目指すきっかけとなりました
④�井上尚弥選手　どこまでも高みを目
指して、上り詰めていく姿を見習い
たいと感じるから。

水
みず

上
かみ

　乃
の

杏
あ

①�福井医療大学
②�社会医療法人 寿人会
� 　木村病院

③�祖母が入院した時にこの仕事を知り、
目指すことになった。
④�母　仕事と家庭をこなしながら、毎
日明るい母を尊敬している。

多
た

賀
が

　真
ま

珠
こと

①�平成医療短期大学
②�光陽生協病院
③�親の仕事の関係で興
味を持ちました。

④�母　仕事と家事を両立し、話もたく
さん聞いてくれるので欠かせない存
在です。

築
ちく

紫
し

　瑛
えい

生
せい

①�福井医療大学
②社会福祉法人 恩賜財団
　済生会支部 福井県済生会 

介護老人保健施設  ケアホーム・さいせい
③�小さいころから人の役に立ちたい、人と関わ
る仕事がしたいと思ったことがきっかけです。
④�福井医療大学の下川幸蔵先生です。大学時代
に作業療法について様々なことを教えて頂い
たからです。

塚
つか

﨑
さき

　友
とも

子
こ

①�金沢大学
②�医療法人 池慶会
� 池端病院

③�学生時代に母の通院に付き添った際、
この仕事を知り目指すことになった。
④�米倉涼子さん　一つ一つの仕事に真っ
直ぐ向き合い、努力していく姿勢が素
敵であり、自分もそうありたいと思っ
たから。

新人さんからベテランの方、たくさんのフォローをお待ちしております！

登録・ご活用下さい
Instagram
福井県作業療法士会 登録方法について

① Instagramの無料アプリをダウンロード。

　 ▼ iPhoneの場合は、「App Store」

　 ▼ androidの場合は、「Google Play」
② インストール後、「新しいアカウントを作成」して下さい。

からインストール。

フォローはこちら


